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Tops Interview

◆40歳を超えても長距離を走れる
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◆3万人参加の「チャリティ・マラソン」
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◆給水・語学ボランティア、応援イベントに参加

七條

9,000
100 100

関西大学は、10月30日に開催される
「第1回大阪マラソン～OSAKA MARATHON 2011～」
（大阪府・大阪市・一般財団法人大阪陸上競技協会主催）に協賛する。
「マラソンを通じて大阪の街を元気に」という趣旨に賛同し、
協賛団体として大会運営に協力するとともに、
マラソンや大阪の魅力を紹介する一般市民向け公開講座、
給水ボランティア、語学ボランティア、応援イベントなど、
さまざまな取り組みによって大阪・関西の活性化に貢献する。

関西大学が「第1回大阪マラソン」に協賛
◉七條 昌一 •  

◉楠見 晴重 • 
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Tops Interview
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◆沿道の応援がランナーを勇気づける
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◆「お祭り」的に大会を盛り上げ、地域を活性化
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七條 昌一（しちじょう　しょういち）
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■リーダーズ・ナウ［在学生・卒業生インタビュー］ LEADER
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S NOW!
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野次馬根性で経済界と北新地を駆け巡る

 1956

2011日本学生陸上競技個人選手権大会
女子走り高跳びで優勝
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小田

 

100

Research Front Line

 

■研究最前線

現場の“感覚”を活かすスポーツ科学の研究

　小田 伸午 教授

■主観的・感覚的な真実と客観的・物理的な真実

《小田教授は、スポーツ科学や身体運動に関する研究者であると
ともに、実際のスポーツ現場でコーチとして指導し、選手の育
成に携わってきた。1983～1990年に日本ラグビー協会強化委
員、日本代表チームトレーニングコーチを、1984～1989年に
は京都大学ラグビー部コーチおよび監督を務めた。そもそも小
田教授とスポーツとのかかわりは、中学校時代に始めた陸上競
技から。中学3年のとき、三段跳びで当時の神奈川県記録を塗
り替えた。東京大学（教育学部体育学科）では、ラグビー部員と
して活躍した。しかし、京大ラグビー部の指導者としては、な
かなか成果をあげられなかった。》
小田
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 150

■二軸走動作＝常歩（なみあし）に注目

《小田教授は、運動の基本となる歩き方や走り方、投げ方を研究
し、二軸感覚、二軸動作に注目している。それは馬の歩き方か
らヒントを得たという。》
小田

 2 2
2

2

2

頭で理解して、
感覚で実践する

■客観的な知見を自分の問題に翻訳する

《「スポーツは筋力・筋肉がすべてではない」という小田教授は、
世界のトップアスリートの動きを研究し、二軸動作や常歩など
の動作感覚を体得することの重要性を説いている。また、骨・
筋肉・関節、脳・神経など、自身の体について理解を深めるこ
とは、他人事ではなく、自分の問題につながるという。さらに、
体の中の力だけでなく、体の外にある重力を有効に使う体の動
かし方もある。》

 •

 •

《6月26日に開催された堺キャンパス祭で、小田教授はスポー
ツや身体動作に関するワークショップを開き、腕相撲を例に、
重力の働きを説明した。最後に、スポーツを学ぶ人へのメッセー
ジを─。》
小田

90
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■バーチャル世界とリアル世界をつなぐ

─「実世界指向インタフェース」とは？
 

 

■研究最前線

■対面協調作業を支援するテーブル型ディスプレイ

─まず、研究の概要から説明してください。
 ICT (Information Communication Technology) 

具体的にどのようなシステムな
のか、例を挙げてください。

Lumisight Table
4

4

Research Front Line

 

 

■言葉による問いかけに可視化表現で応答

─先生の研究テーマの一つである「自然言語によるインタラ
クション」の例は？
 

 10

 

インタラクションデザインの研究

　松下 光範 教授

機能と使いやすさを
両立させる

 

─教育・指導面で重視していることは？
 

Lumisight Table

K n o w l e d g e  I n t e r a c t i o n  D e s i g n• ─ ─ •



KANSAI UNIVERSITY NEWS LETTER — No.26 — September,201111
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NPO

4 29
41

104

 5 28

◆社会安全学部企画展～伝えよう震災、学ぼう安全～

12

◆被災された一般の方々への「関西大学震災義援金」
 

6 30 9
30

 7 31 87 6,941,281

 06-6368-0022

◆関西大学の被災学生への「関西大学災害特別義援金」
 

7 31
1,532 31,933,602

5 31 9 30

 06-6368-1137

◆被災学生（「福島第一原子力発電所事故」による
　被災を含む）に対する経済的支援

 
23

23
24

関西大学では、東日本大震災発生以来、被災者の皆様とともに
この苦難を乗り越えるため、さまざまな取り組みを継続すると
ともに新たな活動を開始している。その一部を報告する（大学
ホームページに順次掲載）。

 
19 COE

 

 

文部科学省平成23年度私立大学戦略的研究基盤形成支援事業に、関西大学が申請した2件の研究プロジェクト─「東アジア文化資
料のアーカイヴズ構築と活用の研究拠点形成」、「集合住宅“団地”の再編（再生・更新）手法に関する技術開発研究」─が採択された。
平成20年から始まったこの支援事業において、本学が選定を受けたのは14件となり、全国第1位の実績を誇る。

 文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業

2 1

東アジア文化資料のアーカイヴズ構築と活用の研究拠点形成
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◉東日本大震災に関する関西大学の取り組み
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◆勉強机を再生して被災地に送る「勉机プロジェクト」に参加

◆「被災地に野菜を送ろうプロジェクト」に参加

 5 24

32
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OINT ROGRAM
■社会貢献・連携事業／地域連携
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 Hop Step Jump!! 
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No.1

 2,000

開設2年目となる堺キャンパスで6月26日、「Hop Step 
Jump!! ～みんなを笑顔に～」をテーマに、第1回堺キャンパ
ス祭が開催された。学生・教職員が一体となって、多数の来場
者とともに祭りを盛り上げた。

「スポーツ」「福祉」を学ぶキャンパスで地域交流

 4

80
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500

 4 1

 2  
2011

2 1
 2011

◉第4回関西大学「氷の甲子園」を開催

関西大学高槻キャンパスアイスアリーナで、7月9日、10日の両
日、第4回「氷の甲子園」が開催された。体育会アイススケート部
の髙橋大輔さん（文学研究科Ｍ2）と織田信成さん（文学研究科
M1）らを目標に練習に励んでいる小中高生約80人が、各クラス
で演技を競った。

 ジュニアフィギュアスケート演技会・トップスケーターエキシビション
第1回堺キャンパス祭を開催

2,000

SP

Hop Step Jump!!

 
5 27

 22 4

STEP

 

12

奈良県葛城市と連携協力に関する協定を締結
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■関大ニュース
K A N D A I N E W S

英語指導力開発ワークショップを実施

 7 25 8 5
10

6

関大一中・東野教諭が南極地域観測隊夏隊に同行

小・中・高校生向け夏休みセミナー開催

　関西大学では、大学の教育・研究の成果を広く社会に還
元できるよう、地域・一般の方々を対象に各種公開講座・
セミナーを開催している。今年も学校の夏休み期間に、次
のような小・中・高校生向けプログラムが実施された。
　機械工学セミナー「車いすの力学」／システム理工学部、
法学部セミナー「考えてみよう、刑事裁判のこと－裁判員
と検察審査会」／法学部、高校生のための心理学セミナー
「人のこころの仕組み～心理実習を体験しよう！～」／社
会学部、日本学術振興会「ひらめき☆ときめきサイエンス
（飛鳥時代の古墳築造技術とその背景を探る）」、ワクワク
夏休み科学実験／三大学医工薬連環科学教育研究機構、第
12回サイエンスセミナー／システム理工学部・環境都市
工学部・化学生命工学部、日本学術振興会「ひらめき☆と
きめきサイエンス（みえない世界を関西大学で体験してみ
ませんか？）」、身体と頭を使って学ぶ健康セミナー「現代
人にとって健康とは何か？」／人間健康学部、関西大学・
高槻市主催 高槻市大学交流センター事業「アイデア工作
スクール」

サッカー部の櫻内渚さんがジュビロ磐田へ
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